
プロジェクトチーム（コーディネート・事務局：福岡銀行）
行橋市
広報・募集

・行橋市健康寿命
　延伸セミナー開催
・市報での広報など
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果
検
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・
分
析

RIZAP・福岡工業大
対象者選定

・対象者選定・データ測定
【計測データ】
・前後ステップ
・30秒椅子立ち上がりなど

FIT

ふくおかIST：地域中核企業ローカルイノベーション支援事業を活用した産学官連携支援・正興IT研究開発支援

対象者　30名
（50代・60代の行橋市民）
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（約2ヶ月）
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プログラム
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プログラム
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運動、
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習慣化
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ライザップのプログラム実施風景

RIZAP
対面での運動指導・

食事管理

・トレーナーによる運動プログ
ラム（計8回）
・食事管理はアプリ管理
・プログラム前後で計測デー
タを収集し、分析

正興IT・佐賀大
非対面での運動指導・

食事管理

・スマホを活用しデータを見
ながら運動指導
・プログラム前後で
　計測データを
　収集し、検証

スロージョギング体験の様子

記者会見の様子（左から）　福岡銀行村本筑豊地区本部長
赤間市長　檜垣所長　

　現
在
、各
地
方
自
治
体
は
、国
の「
ま

ち・ひ
と・し
ご
と
総
合
戦
略
」に
基
づ
く

「
地
方
創
生
」の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　F
F
G
で
は
地
域
金
融
機
関
に
期
待

さ
れ
る
役
割
を
グ
ル
ー
プ
一
体
と
な
って

発
揮
し
て
い
く
た
め
、各
地
方
自
治
体

と
連
携
を
強
化
し
、各
種
施
策
や
取

り
組
み
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
き

ま
す
。

　　　2
0
1
9
年
8
月
30
日
、ふ
く
お
か

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ（
以
下
、

F
F
G
）と
嘉
麻
市
及
び
福
岡
大
学
基

盤
研
究
機
関
身
体
活
動
研
究
所（
以

下
、研
究
所
）は
、地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
す
と
と
も
に
、学
術
研
究
成
果
の

社
会
実
装
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　　　連
携
協
定
を
基
に
今
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、福
岡
大
学
が
開
発
し
た
、ゆ
っ

く
り
と
し
た
速
度
で
長
く
走
る「
ス
ロ
ー

ジ
ョ
ギ
ン
グ
」に
、“

観
光”× “

食”

を
掛

け
合
わ
せ
た「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
の
支
援
事
業
で
す
。

　本
事
業
は
、「
嘉
麻
市
の
地
域
資
源
の

活
用
」、「
福
岡
大
学
の
健
康
持
続
社
会

の
実
現
を
目
指
す
福
奏
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、そ
し
て「
F
F
G
の
お
取
引
先
と

の
連
携
」を
融
合
し
た
産
学
官
金
連
携

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　今
後
は
、嘉
麻
市
内
の
食
材
を
使
っ
た

健
康
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、ス
ロ
ー

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な
が
ら
市
内
の
観
光
地

（
酒
造
場
や
史
跡
等
）を
巡
る
ツ
ア
ー
を
定

期
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。こ
の
ツ

ア
ー
を
通
し
て
、市
民
の
健
康
水
準
の
維

持・健
康
寿
命
の
延
伸
を
実
現
さ
せ
る
と

と
も
に
、地
域
雇
用
の
創
出
な
ら
び
に
交

流
人
口・観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　　　F
F
G
は
、2
0
0
8
年
に
福
岡
大

学
、2
0
1
5
年
に
嘉
麻
市
と
そ
れ
ぞ

れ
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、こ
れ
ま

で
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。こ
の
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、2
0
1
8
年
度
に
、嘉
麻

市
と
F
F
G
が
連
携
し
、同
年
10
月
厚

地
域
創
生
へ
の
取
り
組
み

「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」で

商
品
開
発

生
労
働
省
の「
実
践
型
地
域
雇
用
創

造
事
業
」に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
と
は
、

雇
用
機
会
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お

け
る
雇
用
創
出
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
事
業
で
す
。そ
の
事
業
の
一
つ
と
し

て
、研
究
所
の
協
力
に
よ
る「
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
開
発
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

地
域
雇
用
の
創
出
な
ら
び
に
交
流
人
口

の
増
加
等
、地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
：
福
岡
銀
行
公
務
金
融
法
人
部

　鶴原
）

　　福
岡
銀
行
は
、行
橋
市
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
産
学
官
金
連
携
支
援
事
業 

「
本
当
に
○
○
歳
！？
体
力
年
齢
マ
イ
ナ

ス
10
歳
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
市
民
の
若
返
り

に
コ
ミ
ッ
ト
〜
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。

先
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
行
橋
市

の
田
中
純
市
長
は「
こ
れ
は
、福
岡
銀

行
と
の
連
携
協
定
か
ら
始
ま
り
、地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
産
学

官
金
が
力
を
あ
わ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　　弊
行
と
行
橋
市
は
2
0
1
5
年
7
月

に
地
方
創
生
に
か
か
る
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
一
環
と
し
て
、対
面
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
R
I
Z
A
P
株
式
会
社

（
以
下
、R
I
Z
A
P
）、と
福
岡
工
業
大

学
社
会
環
境
学
部
の
楢
崎
教
授
や
佐
賀

大
学
教
育
学
部
の
山
津
准
教
授
の
知
見

を
活
か
し
た
、非
対
面
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
正
興
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社（
以
下
、正
興
I
T
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
）の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た

事
業
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　尚
、（
公
財
）福
岡
県
産
業・

科
学
技
術
振
興
財
団（
ふ
く
お

か
I
S
T
）と
の
産
学
官
金

の
連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業

の一
環
と
し
て
、九
州
経
済
産

業
局
の「
地
域
中
核
企
業
ロ
ー

カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」の
支

援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　　　本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、市
民
か
ら
参
加

者
を
募
り
、R
I
Z
A
P
が
指
導
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム（
運
動・食
事
管
理
）を
行
い
、体

力
年
齢
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　そ
の
後
、正
興
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

が
各
大
学
の
知
見
を
活
用
し
開
発
し
た

ア
プ
リ
で
非
対
面
で
の
運
動
指
導
を
実

施
。運
動
を
習
慣
付
け
、改
善
し
た
体

力
年
齢
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
、行
橋

市
の
課
題
で
あ
る
市
民
の
健
康
意
識
の

向
上
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
金
融
機
関

と
し
て
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
が

抱
え
る
問
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
：
福
岡
銀
行
公
務
金
融
法
人
部

　黒田
）

地域とつながるFFG連携プロジェクト
FFGグループの幅広いネットワークを活かした地域創生の具体的な実例をご紹介いたします。
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戦
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創
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ま
す
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く
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め
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治
体

と
連
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し
、各
種
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策
や
取

り
組
み
に
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的
に
参
画
し
て
い
き
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を
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的
に
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ま

し
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に
今
取
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組
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走
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後
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に
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に
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10
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厚
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発
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省
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型
地
域
雇
用
創

造
事
業
」に
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さ
れ
ま
し
た
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践
型
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雇
用
創
造
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と
は
、
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が
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足
し
て
い
る
地
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に
お

け
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出
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取
り
組
み
を
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援
す

る
事
業
で
す
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事
業
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と
し

て
、研
究
所
の
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力
に
よ
る「
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
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開
発
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実
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す
る
こ
と
で
、

地
域
雇
用
の
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出
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ら
び
に
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流
人
口
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等
、地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
実
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て
ま
い
り
ま
す
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（
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岡
銀
行
公
務
金
融
法
人
部
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は
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に
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て
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に
コ
ミ
ッ
ト
〜
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先
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で
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純
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は
、福
岡
銀

行
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め
に
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る
プ
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成
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せ
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い
」と
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れ

ま
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行
と
行
橋
市
は
2
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5
年
7
月

に
地
方
創
生
に
か
か
る
連
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協
定
を
締

結
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て
い
ま
す
。

　そ
の
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環
と
し
て
、対
面
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
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す
る
R
I
Z
A
P
株
式
会
社

（
以
下
、R
I
Z
A
P
）、と
福
岡
工
業
大

学
社
会
環
境
学
部
の
楢
崎
教
授
や
佐
賀

大
学
教
育
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部
の
山
津
准
教
授
の
知
見

を
活
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し
た
、非
対
面
プ
ロ
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ム
を
実
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る
正
興
I
T
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シ
ョ
ン
株

式
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下
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興
I
T
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
）の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た

事
業
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　尚
、（
公
財
）福
岡
県
産
業・

科
学
技
術
振
興
財
団（
ふ
く
お

か
I
S
T
）と
の
産
学
官
金

の
連
携
協
定
に
基
づ
く
事
業

の一
環
と
し
て
、九
州
経
済
産

業
局
の「
地
域
中
核
企
業
ロ
ー

カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」の
支

援
を
受
け
て
い
ま
す
。

　　　本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、市
民
か
ら
参
加

者
を
募
り
、R
I
Z
A
P
が
指
導
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム（
運
動・食
事
管
理
）を
行
い
、体

力
年
齢
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　そ
の
後
、正
興
I
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

が
各
大
学
の
知
見
を
活
用
し
開
発
し
た

ア
プ
リ
で
非
対
面
で
の
運
動
指
導
を
実

施
。運
動
を
習
慣
付
け
、改
善
し
た
体

力
年
齢
を
維
持
さ
せ
る
こ
と
で
、行
橋

市
の
課
題
で
あ
る
市
民
の
健
康
意
識
の

向
上
、健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
金
融
機
関

と
し
て
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域
が

抱
え
る
問
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
：
福
岡
銀
行
公
務
金
融
法
人
部

　黒田
）

地域とつながるFFG連携プロジェクト
FFGグループの幅広いネットワークを活かした地域創生の具体的な実例をご紹介いたします。

Fu

kuoka Financial Group　
FukuokaFinancia

lG
ro

up

®

行
橋
市

Y
U
K
U
H
A
SH
I
C
IT
Y

嘉
麻
市

K
A
M
A
C
IT
Y

産
学
官
金
連
携
の
事
業

実
施
の
具
体
的
取
り
組
み

銀
行
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
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